
 

   

     

 

 

  

 

 

 

 

       
 

  

＝Ｔｏｐｉｃｓ＝ 

○ 徳島県国保連合会通常総会 

○ 徳島県市町村保健師連絡協議会総会・研修会 

○ 第３６回徳島県保険者協議会 

〇 徳島県ブロック別国保担当課長会議  

 

＜＜別添＞＞  

○ 数字で見る国保医療費の動き（令和４年１２月～令和５年２月審査分） 

○ 国保連合会日誌 （令和５年２月１日～令和５年４月３０日） 
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  令和５年度事業計画及び各会計予算など可決承認 

－徳島県国民健康保険団体連合会通常総会－ 

 

 令和５年２月２８日、国保会館にて徳島県国民健康保険団体連合会通常総会を開

催しました。 

 

総会開催にあたって本会の内藤佐和子理事長は、挨拶のなかで「国保を取り巻

く状況は被保険者の年齢構成、医療費水準も高くなり、所得水準が低いという構

造的な問題が依然として続いており、国保の事業運営は、厳しい状況が予想され

る。本年も、新型コロナウイルス感染症が収束に至らず、社会経済にも影響が残る

中、全世代型社会保障の構築が進められている。政府は、少子化対策、団塊の世代

が後期高齢者になる『２０２５年問題』などの取り組みと、出産育児一時金の引上げ

や後期高齢者医療制度の見直しなど、一定の結論が出され、今後、改革法案を通じ

て国会で審議される。各地方自治体においても２０２４年度からの医療費適正化計

画を始めとする計画策定の年である」と述べ、今後の地域医療・介護・福祉体制な

どを整備するうえで、重要な年となることを強調しました。 

 

また、国保事業については、「審査支払機能に関する改革工程表」に基づき、国

保総合システムのクラウド化や支払基金システムとの整合性の実現など、質の高い

平等な医療サービスの提供と中長期的なシステムコストの低減に向けた取り組み

を進めていくこととされていることや、国保総合システム更改の開発負担金不足

分については、地方６団体、国保組合からの要請行動等により、政府補正予算で予

算確保されたことに触れ、審査支払業務はもとより設立目的である保険者の共同

目的の達成に向け、より一層努力していく所存であると所見を述べました。 

 

続いて、徳島県飯泉嘉門知事からの来賓挨拶（徳島県国保・自立支援課長代読）

の後、議長に内藤理事長を選出し、議案審議が行われ、令和４年度各会計予算補正

の専決等の報告事項８件及び令和５年度事業計画、各会計歳入歳出予算等の審議

事項１９件はいずれも可決承認されました。 

 

 

 

 



 

 

地域保健活動について考えてみよう 

－徳島県市町村保健師連絡協議会総会・研修会－ 

 

令和５年４月２５日にハイブリッド方式で徳島県市町村保健師連絡協議会総会・

研修会を開催しました。 

 

総会では、令和５年度事業計画、収入支出予算等５議案について可決承認され、

令和５年度役員及び新任保健師の紹介、各種委員会への委員の派遣報告が行われ

ました。 

 

総会後の研修会では、今年度新規に入職された保健師が多く参加することもあ

り、入職年代ごとに徳島市、小松島市、海陽町の５人の先輩保健師からそれぞれの

業務を交えて、地域保健活動の面白さや困難なことなど、学生時代に教科書では

学びにくかった地域の予防活動について報告いただき、地域での活動をイメージ

してもらいました。 

 

実践報告のあと、グループワークを行い、報告者との質疑応答・意見交換を行い

ました。「訪問に行くときに気を付けていることは何か」、「保健指導がうまく出来

ず、落ち込んだ時はどのようにしているか」、「勉強はいつしているか」などたくさ

んの質問がありました。今回の研修会は、新人保健師だけではなく、会員保健師の

皆さんも地域保健活動について考える貴重な機会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

令和５年度事業計画及び会計歳入歳出予算について可決承認 

－第 3６回徳島県保険者協議会－ 

 

令和５年３月１４日、国保会館にて第３６回徳島県保険者協議会が各医療保険者

を代表する委員の出席により開催されました。 

 

はじめに、令和４年度徳島県保険者協議会事業経過報告及び令和４年度徳島県

保険者協議会負担金（見込）について事務局から報告しました。 

 

続いて、令和５年度保険者協議会事業計画及び会計歳入歳出予算の２議案につ

いて可決承認されました。 

 

  

カスタマイズ帳票についてほか１０題の事項について協議 

－徳島県ブロック別国保担当課長会議－ 

 

令和５年４月２６日・２７日の２日間、国保会館にて徳島県ブロック別国保担当課

長会議が各市町村国保担当課長の出席により開催されました。２６日に市部・南部

ブロック会議、２７日に西部ブロック会議が行われました。 

はじめに、事務局から「各部ブロック役員及びブロック選出委員の変更について」

ほか１０題の事項について説明し、その後質疑応答が行われました。 

 

＜協議事項＞ 

⑴ 各部ブロック役員及びブロック選出委員の変更について 

⑵ 療養費支給実績データの連携誤りについて 

⑶ カスタマイズ帳票について 

⑷ 特別調整交付金（結核・精神）申請事務支援業務について 

⑸ 国民健康保険の適用除外となった外国人の情報提供について 

⑹ 第三者行為求償事務にかかる国保総合システムの変更について 

⑺ 柔道整復療養費における施術所への照会文書について 

⑻ 保険者支援情報ネットワークシステム改修について 

⑼ 治療用装具に係る療養費の支給の留意事項等について 



⑽ 外部点検クライアントのサポート終了について 

⑾ その他  地方単独事業にかかる共同処理について 

   

  

 

＜＜別添ＰＤＦ＞＞ 

 

数字で見る国保医療費の動き（令和４年１２月～令和５年２月審査分） 

国保連合会日誌（令和５年２月１日～令和５年４月３０日） 


